
みんな、共に乗り切りましょう。 

 

 就業技術科の生徒の皆さん、校長の伏見です。 

 

 皆さんは、毎日どのようにして過ごしているのでしょうか。毎日家にいて、少し息が詰まるような思いをしているかもし

れません。 

 

 しかし、毎日の報道でも分かると思いますが、現時点では、新型コロナウイルスの感染拡大防止には、人との接

触を極力避けることが最も有効です。 

 

 そしてこんな中でも、皆さんには授業再開に向け、常に準備をし続けていて欲しいと思います。 

 

 そこで、学校のホームページに皆さんの応援ページを作りました。先生たちが作った自宅学習に役立つもの、学校

再開後の生活に役立つものに、ぜひ取り組んでいってください。この後も増やしていきますよ。いつでも、会社に面接

行っても良いという準備をしておく。それは、この臨時休業中も同じです。 

 

 さらに、いつも校長が言っていることですが、各自、目標をもってください。もちろん目標が実現しないことはたくさん

あります。しかし、目標をもち、そこに向かっていかない限り、自分にとって何も良いことは起きてきません。このとき目

標というのは、「こうなったらいいな～」といった中途半端なものではありません。絶対これを実現するんだという強い決

意と、実現に向けた手段に、日々の努力が必要です。強い決意をもち、日々努力していると、不思議なもので

“運”も向こうからやってきます。“チャンス”と言った方がいいかもしれません。たくさんの先輩たちもそうやって自分の目

標を一つ一つ実現してきました。 

 

 この不安やおびえといった暗い雰囲気が強い今だからこそ、自分の目標をはっきりともって、前向きに乗り切ってい

ってください。 

 

 さて、保護者の皆様、３月２日（月）以降、臨時休業が１か月半を経過いたしました。状況は、日々厳しく

なっており、その中での生徒の生活管理、健康管理などに努めていただき、心から感謝申し上げます。 

 今後も、予断を許さない状況が続いていきますが、学校としましても、学校再開後、すぐに学びが積み上げられる

よう、情報発信等も行ってまいります。保護者の皆様におかれましても、長期化し、閉塞感も高まってくることがあろ

うかと存じますが、なんとか共に乗り切っていければと心から願っております。 

 何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

令和２年４月 19 日                   

東京都立永福学園 校長 伏見 明   


